
　日本共産党の大平喜信衆院議員は 11月 25 日に開かれた
文部科学委員会で、財務省が教職員定数を機械的に削減す
る方針を掲げたことを批判。特に、今年５月には財務省も
認めた「通級指導」教員の基礎定数化に待ったをかけた「財
政審議会」の議論に使われたデータの誤り、歪曲、すり替
えを厳しく指摘し、教員の増員・改善を求めました。
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